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システムは，大型計算機 (NEAC 2200/500) を中心に off line で処理される自動製図装置(ドラフタ
ー)および試作心音強度計から成る。
一方，上記の off line機器による図形表示とは別に， on-line 簡易端末装置を介してブラウン管に，





ないし 98(14X 7 )の観



























ローチがなされてはいた。このような研究を詳細にすすめてゆくために hard むよび 50ft ware の開発
をすすめた。問題点を要約すれば次の通りである。
1 )心音強度の胸壁面分布を自動的に作図するためのシステムを開発した。本システムは，大阪大
学大型計算機センター内の NEAC 2200/500 を中心に off line で処理される自動製図装置と TSS に
より on line処理が可能な CRT 表示装置 および試作開発した心音強度計から成る。
2 )加速度形マイクで記録した心音波形を包絡線検波の後，アナログ的に積分， 2 乗して心音強度
-100-
とする心音強度計を試作開発した。
3 )コンビュータの on line 機能の利点を十分に活用し，かっ心音，心雑音の強度分布をモニターす












開発を円標とした。本システムは大型計算機 (NEAC 2200 / 500) を中心に，オフライン処理の自動製図
装置，オンライン処理可能の CRT 表示装置および新たに試作した心音強度計から構成される。図形
表示には人間の頭脳による等高線作図を論理化し，比例配分的作図法をコンビュータに応用した等強
度線作図プログラムを開発した。このシステムで得られる心音，心雑音の胸壁面分布図は，いずれも
実際の聴診所見とよく」致し，心音，心雑音の最強点や伝播方向などが客観的に識別でき，心音の診
断的価値の向上，音響学的特性の解析，あるいは医学教育への応用などさまざまの水準向上の可能性
を聞いた点で高く評価される。
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